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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は河川水の汚濁防止とその有効利用とをはかるために, 河川水中の自浄作用ならびに汚染度分布
に関する基礎的研究を行なったものであり, 緒論, 本文 3章および結論からなっている｡








条件とによって規制されると考えられてきたのに対 し, 汚染物の量も大きく影響することを認めた｡ した
がって従来の Streeter-Phelps 式にもとづく解析法では, 弱汚染を受ける河川の場合にのみほぼ満足な結
果がえられるが, わが国に多くみられるような強汚染を受ける短河川の場合には, 危険側の結果を与える
ことを明らかにし, 以上の結果を参照して Streeter-Phelps 式中の二つの反応恒数に新しい意義づげを行
なった｡ さらに, 淀川中流部における実測結果から, 本実験装置と実河川との酸素平衡に関する相似がじ
ゅうぶん期待できることを確かめ, 上式の反応恒数の室内での測定法を提案 している｡
第 2 章では, 流入汚染物質の希釈に関する問題をとりあげ, 等速定流の河川の片側から一定流量の汚水
が連続流入した場合,水域内の汚染度分布の解析にあたって流入点付近の水域に強い乱れがおこり,拡散係
数が位置的にかなり相違するが, 水質を管理, 監視する立場から, こうした局部乱れの影響を考慮 した境
界条件式を採用し, 拡散係数を一定とし, 仮想拡散幅という要素を導入した取り扱いが実際上可能なこと




第 3葦 は, 以上までの研究成果を総合して水域内汚染度分布の解析法を新たに提案したものである｡ す
なわち, 生物化学的自浄, 希釈の両作用を同時に考慮しつつ, 第 2 章で述べたような状態で汚水が流入す




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は河川水中の生物化学的自浄作用, 希釈ならびに汚染度分布について基本的な検討を行なったも




用されていた Streeter-Phelps 式を修正すると同時に, わが国に多くみられるような強汚染を受ける短河
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